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雑

感

佐々木氏

ー寄稿ー

パ
リ
の
ど
真
ん
中
、
ル
ー
ヴ
ル

美
術
館
と
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
の
間

に
、
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
面

積
を
有
す
る
テ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園

が
あ
る
。

豊
か
な
緑
と
静
寂
が
パ
リ
市
民

の
憩
い
と
な
っ
て
い
る
の
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
代
表
作
「
三
美
神
」

な
ど
マ
イ
ヨ
ー
ル
の
お
よ
そ
二
十

点
の
作
品
を
含
め
、
十
七
世
紀
か

ら
現
代
に
至
る
数
多
く
の
彫
刻
が

設
置
さ
れ
る
世
界
有
数
の
彫
刻
公

園
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

見
上
げ
れ
ば
マ
ロ
ニ
エ
の
大
木

に
一
斉
に
花
が
咲
き
誇
る
華
や
い

だ
春
、
緑
に
覆
わ
れ
た
樹
冠
か
ら

木
漏
れ
日
が
差
し
込
む
夏
、
あ
る

い
は
風
に
枯
れ
葉
が
舞
い
落
ち
る

秋
、
マ
イ
ヨ
ー
ル
の
彫
刻
は
四
季

の
移
り
変
わ
り
に
応
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
表
情
を
見
せ
る
。

そ
う
し
た
折
々
の
変
化
も
野
外

に
設
置
さ
れ
た
彫
刻
な
ら
で
は
の

楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
は
あ
る
の
だ

が
、
や
は
り
私
は
、
す
べ
て
の
葉

が
落
ち
て
彫
刻
が
照
度
の
低
い
光

に
包
ま
れ
、
形
を
く
っ
き
り
と
、

し
か
し
柔
ら
か
く
浮
き
上
が
ら
せ

る
晩
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
が
一
番

好
き
で
あ
る
。

木
枯
ら
し
の
吹
く
季
節
に
な
る

と
い
つ
も
、
枯
れ
葉
を
踏
み
し
め

る
カ
サ
カ
サ
と
い
う
音
を
心
地
よ

く
聞
き
つ
つ
、「
三
美
神
」
の
肌

に
そ
っ
と
触
れ
た
若
い
日
の
記
憶

が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
の
で
あ

る
。さ

て
、
パ
リ
の
中
の
日
本
―
。

パ
リ
に
は
幾
つ
か
日
本
ゆ
か
り

の
地
名
や
建
物
が
あ
る
。
ひ
と
つ

は
13
区
の
セ
ー
ヌ
川
沿
い
に
あ
る

パ
レ
・
ド
・
ト
ー
キ
ョ
ー
。

建
物
は
大
き
く
二
つ
の
機
能
に

分
か
れ
る
。
東
ウ
イ
ン
グ
は
マ

テ
ィ
ス
や
デ
ュ
フ
ィ
の
大
作
が
常

設
展
示
さ
れ
る
パ
リ
市
立
近
代
美

術
館
。
そ
し
て
西
ウ
イ
ン
グ
が
政

府
管
理
の
現
代
美
術
館
（
正
式
名

称
は
パ
レ
・
ド
・
ト
ー
キ
ョ
ー
／

現
代
創
造
サ
イ
ト
）
で
あ
る
。

建
物
名
の
由
来
は
、
一
九
一
八

年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
の
年
、
日

本
が
第
一
次
大
戦
の
同
盟
国
だ
っ

た
こ
と
に
因ち
な

み
、前
の
通
り
が「
東

京
通
り
（
ア
ヴ
ェ
ニ
ュ
ー
・
ド
・

ト
ー
キ
ョ
ー
）」
と
名
づ
け
ら
れ

た
。第

二
次
大
戦
で
は
両
国
が
敵
国

同
士
に
な
っ
た
た
め
一
九
四
五
年

に
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
通
り
」
に
改

称
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
、
国

交
が
復
活
し
た
の
で
建
物
に
ト
ー

キ
ョ
ー
の
名
を
継
承
し
た
の
で
あ

る
。パ

レ
・
ド
・
ト
ー
キ
ョ
ー
／
現

代
創
造
サ
イ
ト
は
、
い
わ
き
市
立

美
術
館
の
約
五
倍
の
広
さ
が
あ

り
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
持
た
す
、

絵
画
や
彫
刻
の
み
な
ら
ず
、写
真
、

映
像
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
メ

ー 12ー
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最
先
端
を
展
示
、発
信

「パリの中の日本」
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デ
ィ
ア
を
駆
使
し
た
最
先
端
の
現

代
美
術
を
展
示
発
信
し
て
い
る
。

杉
本
博
司
や
泉
太
郎
な
ど
日
本
人

美
術
家
の
個
展
も
開
催
さ
れ
て
い

る
。パ

リ
は
古
典
か
ら
近
代
ま
で
世

界
最
大
の
美
術
資
産
を
有
す
る

が
、
そ
う
し
た
遺
産
の
み
に
頼
る

こ
と
な
く
、
次
の
百
年
も
世
界
の

美
術
の
中
心
地
で
あ
る
た
め
に
、

常
に
同
時
代
の
美
術
の
発
信
地
で

あ
り
続
け
よ
う
と
す
る
フ
ラ
ン
ス

の
一
貫
し
た
姿
勢
が
う
か
が
え

る
。
規
模
の
大
小
で
は
な
く
、
そ

う
し
た
文
化
政
策
の
大
局
観
か
ら

私
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
は
少
な
く
な

い
。も

う
ひ
と
つ
は
、
14
区
国
際
大

学
都
市
内
に
あ
る
「
パ
リ
国
際
大
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●藤田嗣治
「欧人日本渡来の図」1929 年頃。
300 × 600cm。キャンヴァスに油彩・
金箔
西洋文明が日本にもたらされたことを
主題としている。背景は長崎の遠景。肖
像画で名を馳せた藤田が群像に取り組
み始めた時期を反映する重要な作品

運
営
費
は
日
本
負
担

学
都
市
日
本
館
」、別
名「
薩
摩
館
」

で
あ
る
。

主
に
学
生
寮
と
し
て
使
わ
れ
、

留
学
生
の
み
な
ら
ず
研
究
者
や
芸

術
家
な
ど
も
入
居
す
る
こ
の
建
物

は
、
所
有
が
フ
ラ
ン
ス
政
府
で
運

営
費
は
日
本
が
負
担
し
て
い
る
。

日
本
人
の
入
居
率
が
七
割
を
超
え

な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

他
国
の
人
々
と
の
交
流
を
促
す
狙

い
が
あ
る
と
い
う
。

日
本
館
は
一
九
二
九
年
に
建
設

さ
れ
た
。
一
九
二
〇
年
代
、
パ
リ

は
ピ
カ
ソ
や
キ
ス
リ
ン
グ
、
シ
ャ

ガ
ー
ル
、
モ
デ
ィ
リ
ア
ー
ニ
、
藤

田
嗣
治
な
ど
い
わ
ゆ
る
エ
コ
ー

ル
・
ド
・
パ
リ
の
作
家
た
ち
や

シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
が
活

躍
し
、
世
界
中
か
ら
多
く
の
芸
術

家
や
愛
好
家
、
研
究
者
な
ど
が
押

し
寄
せ
る
「
狂
乱
の
時
代
」
の
絶

頂
期
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
エ
ト

ラ
ン
ジ
ェ
（
異
邦
人
）
た
ち
の
一

人
が
、
こ
の
建
物
を
建
て
た
薩
摩

治
郎
八
で
あ
る
。

そ
の
破
天
荒
な
豪
遊
ぶ
り
と
優

雅
な
立
ち
居
振
る
舞
い
が
評
判
と

な
り
、
パ
リ
で
バ
ロ
ン
薩
摩
と
呼

ば
れ
た
治
郎
八
は
、
木
綿
問
屋
と

し
て
巨
万
の
富
を
築
い
た
実
家
か

ら
送
ら
れ
る
豊
か
な
資
金
が
枯
渇

す
る
ま
で
、
惜
し
み
な
く
文
化
芸

術
の
支
援
を
続
け
た
。
彼
が
パ
リ

で
使
っ
た
金
額
は
、
実
に
六
百
億

円
に
上
る
と
い
う
。

日
本
館
＝
薩
摩
館
に
は
、
今
も

彼
が
支
援
し
た
藤
田
の
巨
大
な
作

品
二
点
「
馬
の
図
」
と
「
欧
人
渡

来
の
図
」
が
展
示
さ
れ
、
観
覧
も

可
能
で
あ
る
。


